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市長と語ろう！笠間タウントーキング 第８回 議事録 

 

開催日時 平成２１年７月３１日（金） 午後７時～８時３０分 
開催場所 笠間市役所（本所） ２階 大会議室  
参 加 者 市民 ２６人 
 
《フリートーク（意見交換）》 

１．救急体制について 
２．防災（自主防災組織）の今後の進め方について 
３．県道杉崎友部線の今後の見通しについて 
４．県立中央病院の案内板の設置について 
５．鯉淵公園整備事業について 
６．お知らせ版の発行を隔週にできないか 
７．友部小学校前の冠水について 
８．児童公園の管理（除草剤の散布の可否）について 
９．デマンドタクシーにもう一回り小さい車を用意できないか 
１０．大原小学校に通う子どもの交通安全について 
１１．転入者への行政区加入について、市ではどのような指導をしているか 
１２．クラインガルテンと同様の事業をさらに展開できないか 
１３．避難所への誘導標識を設置してほしい 
１４．災害弱者の情報を提供してほしい 
１５．南友部地区計画について 
１６．岩間街道の交差点について 
１７．駅の南側の開発について 
 
《内容》 

１．救急体制について 
【意見等１】 

笠間市における救急体制はどうなっているのか。笠間市には救急車が６台あって、笠間市と北関

東自動車道、常磐自動車道の災害や救急に対応して私たちの生命や財産を守っていただいて、本

当に感謝している。友部の場合、救急車１台で昨年は１，０８０件ほど搬送したようですが、友

部は１台当たりの件数が岩間に対して約３．６倍、笠間に対しては１．９倍というように１台で

搬送している件数が多いかと思う。現在救急車は友部に１台、笠間には予備車を含めて３台、岩

間地区には２台となっている。友部消防署はアクセスの面からもいろいろな場所に行けるので、

笠間消防署に配置してある予備車１台をうまく活用できればいいと思う。 
【回答１】 

岩間に２台あって、笠間にも２台あるということですが、当初岩間については高速道路の開通に

合わせて、常磐自動車道の区域は岩間消防署が持つということで２台置いたそうです。今は開通

した北関東自動車道については笠間消防署が受け持っています。消防自動車の配置については出動

回数や区域間、つまり友部でも住吉などでは岩間のほうが近いとか、上市原であれば笠間のほう

が近いということもあるので、区域の見直しも含めて検討していかなければならないと思ってい

ます。 
【意見等２】 
予備の１台の在籍を笠間に置くのか友部に置くのか。今話があった、常磐自動車道ができたとき

には岩間が近い、北関東自動車道は笠間消防署が持つというのも分かる。おそらく友部の消防署

から北関東自動車道に乗るまでは５分かからないかと思う。笠間消防署から笠間西インターまで

行くと１０分弱ぐらいかかるかと思う。災害が起きたときには、なるべくアクセスの良いところ

からのほうが人命救助、災害対応含めて、本来の活動に生かせると思う、先ほどの予備車も確か

に必要だと思います。予備車で置いておく場合も、速やかに活動できるのは地元ですから、各消防
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署に２台ずつ置ければいいのかなと思い、これから検討してより良くしてほしい。 
【意見等３】 
先日、旭町で５人重症の事故があった。その際、友部の救急車は到着が早かったが、そのあと

はすごく遅くて２０分以上かかった。大事故の場合にこんなに遅いのか。 
【回答３】 

第１報で１人のけがなのか複数人の負傷者なのかの状況に応じて出動している、はじめから複

数人ということが分かればそれぞれの消防署から同時に出動できますが、第１報で１人か２人で、

後になって複数人数になった場合は遅れてしまうことがあるということです。 
 
２．防災（自主防災組織）の今後の進め方について 
【意見等】 

自主防災の取組みについての今後の進め方を聞かせてほしい。 
【回答】 

自主防災組織については去年、区長会の集まりで各区長さんへ自主防災組織結成のお願いをし

ました。県内の自主防災組織の結成率は５０％ぐらいですが、笠間市の自主防災組織の結成率は

１０％以下です。自主防災組織の重要性については阪神淡路大震災で地域の力が、かなり効果的

だったということで結成が広がっています。われわれも区長さんを中心に結成していただきたい

と投げかけて、それ以来、岩間地区、友部地区で６か所ほどできました。 
区長さんを中心に頑張っていただいて増えていく傾向にあります。備品等の購入には県や市から

若干の補助がでる予定になっていますのでぜひ結成していただければと思います。 
 
３．県道杉崎友部線の今後の見通しについて 
【意見等】 
友部駅北口が整備され信号ができて良い状況になりました。県道友部杉崎線にＪＴがあり友部

駅北口がある。鴻巣団地の方は歩いて北口へ来たほうが早いんじゃないかと思う。県道友部杉崎線

がなぜ広がらないのか。 
【回答】 
確かに３００～４００ｍほど広がっていない箇所があります。ＪＴ側は協力すると県に伝えて

あるということですが、問題は土地の買収の予算がつかないということです。なぜつかないのかと

いいますと、県道の中でも１級県道や２級県道という格付けがあり、友部杉崎線は県単事業の２

級県道です。県単独の改修ということになり、国の補助がつきません。そうすると、県でも公共事

業が全体的に縮小傾向にありますので、なかなか難しいというのが現状です。狭くて不便なので

拡げられるように県には折衝していきたいと思います。 
 
４．県立中央病院の案内板の設置について 
【意見等】 

大田町の十字路で中央病院に行くにはどう行けばいいかと聞かれた。北関東自動車道から真っ

直ぐ宍戸小学校のほうへ来た場合には県の案内板があるが、大田町の方へ少し入ると中央病院へ

行く道が分からなくなってしまう。東西南北から中央病院へ行く手立てを考えてほしい。 
【回答】 
中央病院への案内については確かに幹線道路には看板がありますが、幹線道路から１本入ると

看板がないのは事実です。住んでいる人は場所が分かっているので感じないようです。設置は市

ではなく県がすることになりますので、そういう意見があったということは中央病院へ伝えてお

きます。 
 
５．鯉淵公園整備事業について 
【意見等１】 
鯉淵地区の公園の整備は、いつごろ出来上がる予定でしょう。鯉淵地区は子どもが遊ぶ場所が

ない。私はいつも仕事であそこを通っていて、みどり学園の跡地、県の土地なんですけど広くて

よいので、県が使わないのであればお借りして開放できないものかと。私も保健センターの仕事

をさせていただいているんですが、保護者の方からもそういう意見が出ています。 
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【回答１】 
鯉淵公園につきましては現在設計を行なっている段階です。公園のコンセプトとしてはエコと災

害をコンセプトに設計を組んでいます。設計がまとまれば地元説明をしたいと思っています。今

の予定ですと８月の末ごろになる予定です。地元説明が終わっていろいろな意見を聞いて、手直

しすべきところは手直しをして秋には発注したいと考えています。もちろん年度内に完了を目指

してやっています。あそこはもともとはごみの焼却施設がありまして、ダイオキシン等の心配も

されましたが、調査の結果その辺の心配はないということです。できるだけ早くやっていきたい

と思います。 
みどり学園の跡地については県の土地ですが、今のところ県も具体的に何にしようという計画

はないようです。市で借りて公園となると率直に言って難しい感じがします。友部地区は公園が

少ないという状況ですのが、今回の鯉淵公園ができれば若干は潤いの場になると思っています。 
【意見等２】 
年度内にやっていただきたい。 
【回答２】 
年度内にできます。 
 
６．お知らせ版の発行を隔週にできないか 
【意見等】 

回覧についてですが、毎週広報紙が出ると回覧が行き詰ってしまって、班長さんが持って回っ

ていると聞く。急ぎでない場合には、１週間おきに出してもらえれば良いので、２週間に１回に

ならないか。 
【回答】 

回覧の中の案内やいろいろなチラシ等が多く、区長さんのところでは膨大な量になるという話

はかねてから出ており、われわれとしてはできるだけ整理していきたいと思っています。ただ、

情報はタイムリーに流さなくてはならないこともありますので、１週間に１回は必要であると考

えています。合併前はそれぞれの町や市の情報だけでしたが、合併すると簡単に言えば３倍にな

り、量が増えたのは事実です。特にイベントが増え時期になると回覧板で回していますので、回

覧板がたまったり、持ち運ぶのに重かったりということはご意見として出てきています。その辺

を整理しながらやっていきたいと思います。行政としてはできるだけいろいろな情報を市民に知

らせたいと思いますが、市民の人からするとその情報が全部必要なわけではなく、自分の関心の

あるものと関わりがある情報が得られれば良いという考え方もあるかと思います。ですからどこ

まで流すのかという線引きが非常に難しいです。われわれとしては積極的に持っている情報は全

部出していきたいという考え方です。確かに、多くて紙がもったいないだろうなどといろいろな

ご意見がありますので、負担にならないように配布していきたいと思います。 
 
７．友部小学校前の冠水について 
【意見等】 

友部小学校前の冠水についてですが、現在大分整備され交通は便利になったが、大雨が降ると

道路の水が小学校の校門へ全部入ってきてしまう。先生方に聞いたところ何回か市に話している

とのことだった。体育館前は車が半分水没するくらい水浸しになってしまい、正門前は水が滝の

ように流れている。そこを子どもたちが帰っていくという状況だった。ぜひ整備をしてほしい。 
【回答】 
友部小学校の前については以前から何度か冠水していまして、一度側溝を全部はずして点検し、

中の土砂を撤去したところ一時流れは良くなりましたが、そのあと宿大沢線の中央病院の前から

友部小学校のほうまで道路が抜け、その排水等も一部小学校のほうに入ってきてしまい、また流量

断面不足となっているのが現状です。現在友部小学校からしまむらの前まで約 600 メートルある

が、県で仕事を進めてもらっており、今年度で完成する予定です。それも含め、交差点改良をしな

がら、排水の問題については改善していきたいと県には要望しているところです。その結果、また

そういった問題が生じるようであれば、また別に対策を検討していきたいと思います。 
 
８．児童公園の管理（除草剤の散布の可否）について 
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【意見等】 
児童公園が２つほどあり、いろいろ管理をやっているが、除草剤をまいてもいいのかどうかを伺

いたい。草刈をしているが１週間経つと同じ状態になってしまう。 
【回答】 

公園の管理方法は地元にお任せしているので、除草剤についても適切に使用される分には問題

ありません。 
【回答】 

除草剤は市ではまいていいとも言えないし、悪いともなかなか言えませんが、草を刈っても、い

ま言うように１週間たつとまた伸びてしまいますし、除草剤をまけばまいたで犬がなめて体調が

悪くなった等、いろいろな意見があります。皆さんどう思いますか？除草剤をまかなかったら草の

管理はどうするのか、という意見も一方ではあります。どういう方法が良いのか、私は行政がああ

してくださいこうしてくださいというのではなく、皆さんにも考えてほしいと思います。除草剤

をまいたら１日か２日は使用禁止の表示をするとか、それとも除草剤は絶対に駄目なのか。どう

思います。私が逆に皆さんに聞きたいと思っています。 
【意見等２】 

法面なんかは除草剤をまくと根っこまで枯れて土が流れてしまうので除草剤はまかないほうが

よいが、それ以外のところは除草剤をまいたら土地の管理者が立て札だけ立てればよいのではな

いか。 
【回答２】 

決して行政が責任を放棄するわけではないのですけれども、地元の判断で対応してもらったほ

うが良いですね。 
 
９．デマンドタクシーにもう一回り小さい車を用意できないか 
【意見等】 

デマンドタクシーができて大変助かっているが、ちょっと路地に入ると歩いていかないと乗れな

い。体調が悪くて病院に頻繁に通う方が利用できないでいる。もう少し小さい車両を用意しても

らうことはできないか。 
【回答】 

結局車が大きくて狭い路地には入れないということですね。 
【意見等２】 

満席で乗っているかというとそうでもないように見受けられる。タクシーとの兼合い等がある

のかとは思うが。 
【回答２】 

タクシーとの兼合いもありますが、それが今の車の大きさを決定しているわけではありません。

ただ今は去年のスタート以来利用者が伸びている状態ですので、大きい車両ということにならざる

を得ないです。ただおっしゃるように狭い路地は入っていけないところもありますので、その人

だけ個別に迎えに行くというわけにも行きませんし、課題として検討させていただきます。 
 
１０．大原小学校に通う子どもの交通安全について 
【意見等】 

小坂部商店から２００ｍくらいなのですが、あそこに歩道を作るということはできないもの

か。 
【回答】 

小坂部商店の前の県道杉崎友部線の直角に曲がっているところの歩道の設置かと思いますが、

その区間につきましては現在、小坂部商店から原坪方面に向かいまして、今年度と来年度で用地

の買収を進めまして、その翌年以降に工事に入るということで進めています。 
小坂部商店の前の交差点については、市道１級５号線の改良に合わせて改良を進めていきます。

交差点の先の農村公園に行くところは県道になりますので県のほうに、先に整備していただけな

いかということで現在お願いしているところです。 
小原地区については畑総に合わせた創設換地のバイパスということでも現在進めていますが、

県単事業ということで、なかなか予算がつかないのが現状です。 
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１１．転入者への行政区加入について、市ではどのような指導をしているか 
【意見等１】 

今まで転入者は全員行政区に入っているものだと思っていたが、ずいぶん行政区に入っていな

い人がいることが分かった、市ではどういう指導をしているのか。 
【回答１】 

転入者については、昔は区長さんのところに名簿がいって、区長さんは全部把握していたと思

いますが、個人情報保護法ができて転入者を区長さんに伝えなくなりました。区長さんからは地

元に誰が住んでいて誰が入ってきたのか分からないのは、行政区を管理する区長という立場では

非常に不便だという意見をいただいています。市役所の窓口では転入者に対しては区長さんが地

元にいるのでごあいさつにという案内はしていますが、必ずしも区長さんのところに行く人ばか

りではありません。そうすると知らない人がいつの間にか自分の行政区に住んでいて消防団のお

金や区の会費をもらいにいったときに、そんなのは払いませんということになり現在の課題にな

っています。行政としては強制的に加入しなさいということまではなかなか言い切れません。 
転入者の情報を区長さんや民生委員さんが知りたいというときには情報を出していますが、市

から積極的に出すのではなくて、区長さんが聞きに来れば出すという状態です。 
【意見等２】 

行政区に強制的に入れるということはできないと思う。ときどきアパートの広告が入ってくる

が、それを見ると、ほとんどのところに自治会関係なしと書いてある。自治会とは関係ないです

よということで入居させている。私はせめてお子さんがいる家庭には訪問して区に入っていただ

けませんかと言うと、ここは自治会関係なしと言われて入居したので入りませんということです。

ですから、自治会関係なしというのを条件にしないでほしいと大きな会社には何度も掛け合いま

した、。そういうことお願いしても、それは無理なようです。 
実際に地域の区が関係ないということは絶対なく、社協の会員会費もなし、消防後援会費もな

し、街灯費もなし、そういうところは区を構成している私たちが負担しているわけです。そうい

うことも分かってほしいということを大きな不動産会社にお話ししてもそれは相手が大きすぎて

決着がつかない。 
【意見等３】 

何年か前に旭町のアパートで親子で焼死した事件がありました。そこは消防後援会にも入って

いなかったが、現場検証の保全のために消防後援会員が立入りを禁止している場面があった。な

ぜ消防後援会にも入らないところが入っているところと同じなんだ、と心情的には思う。 
【回答２・３】 

賃貸をやっている不動産関係者の組織もできたようですので、そういう組織に集まりがあった

ときに投げかけてみます。市でも開発公社がその組織に入っていると思います。 
 
１２．クラインガルテンと同様の事業をさらに展開できないか 
【意見等】 

クラインガルテンはずいぶん成功していると聞いているが、３地区にはずいぶん休耕地もある

ので、ガルテンが成功しているならもう少し次を考えてもいいのでは。 
【回答】 
クラインガルテンについてはお話にあったとおり、毎年何人か入れ替えているところで、今年

も１０倍ぐらいの競争率で、非常に人気があります。ありがたいことです。 
第２のクラインガルテンという話しですが、今のところは念頭にはありません。クラインガルテ

ンもすべてよしというわけではなく、売店のほうの売り上げがなかなか伸び悩んでいるという問

題もあります。 
 
１３．避難所への誘導標識を設置してほしい 
【意見等】 

避難所の指定を市で作っていただいて大変ありがたいと思っているが、そこへ行くまでの誘導の

標識がまだ欠如しているのではないかと思う。標識をぜひ設置してほしい。 
【回答】 
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避難所まで何百メートルという標示をしている自治体はあります。笠間市の場合はここが避難

所ですよという標示です。確かにきめ細かくあると分かりやすいですが、地域にある避難所です

から地域の人はその避難所を認識してもらえば良いのではという考え方です。例えば東京のよう

な都市で、避難所が分からないようなところであればきめ細かく標示をつける必要もあると思いま

すが、笠間の場合は、そこまでの標示は必要ないという判断をしました。 
 
１４．災害弱者の情報を提供してほしい 
【意見等】 

今社協では、社協を利用している方々の弱者の災害マップを作っている。今年度から社協支部

単位のものを含めて作っている最中です。市から災害関係に係わる方々の情報を公開していただ

けないものか。あくまでも社協として個人情報を扱うので外部に漏れることはないかと思う。情報

を公開して、災害があったときにより有効に使えるような形の組織やマップ作りをしていきたい

と思っているので検討をお願いします。 
【回答】 
社協とか民生委員の方の活動に使うのには、絶対出してはダメという考え方ではありません。

理由づけがはっきりすれば寝たきりの人がどこにいるという情報を出すことは差し支えないと思

います。担当はどうしても出す方より守る方に入ってしまうものですから。社会福祉課に話して

おきます。 
 
１５．南友部地区計画について 
【意見等】 

友部駅が橋上化されて北側も利用できるようになった。メイン通りは進んでいるようだが、説

明会のときに８ｍ道路と６ｍ道路を地権者全員の同意が得られて予算がつけばということで予定

の線が入っていたが、現状はどうなっているか。 
【回答】 
今まで地元のと２号線３号線の計画について一緒に進めてきたわけですけれども、地元の理解

が得られなくて一時中止した経過があります。３号線いわゆる駅北線ができました、北に向かう路

線を先に進めていくということで来年から地元説明会に入っていくと地元の区長さんにはお話し

しました。 
【意見等２】 
下水道は入るのか。 

【回答２】 
下水道も整備していきます。 

【意見等３】 
いつごろできるのか。 

【回答３】 
来年から説明会なので、説明会に入っていかないと何とも言えないです。 

 
１６．岩間街道の交差点について 
【意見等】 

本田材木屋さんのところの岩間街道の十字路は事故がかなり多い。岩間街道の十字路だけじゃな

くてその次のところが意外と事故が多い。路面にガタガタとなるのをつけたらよいのではないか

と思う。 
【回答】 

あんず並木の通りの１級９号線と水戸岩間線と並行して走っている路線かと思いますが、道路

管理者は市ですので、笠間警察署と現場を確認しながら、可能かどうか安全性も含めて協議したい

と思います。 
 
１７．駅の南側の開発について 
【意見等】 

南側の交通渋滞については。 
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【回答】 
南側については、今年度中に駅前広場ができますので、去年も地元に投げかけましたが今年も

１２月ごろまでにもう一度地元に具体的な案を投げかけて行きたいと思います。いずれにせよ今

の状況では窮屈です。ただ、問題は道路を広げることだけで良いのかということなんです。道路を

協力してくださいということになれば、地元の人は協力して道路を広げたことによってその地域

に何のメリットがあるのか、商店街がそれで活性化するのかどうなのか。その辺がポイントだと

思います。案を作って投げかけていきたいと思っています。 


